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既知の問題

Pervasive PSQL v11 SP3 の一般リ リースでは以下の問題があ り ます。 この

リ リースに含まれるバグ修正リ ス トについては、エージーテッ ク  Web サイ

トで修正履歴を参照して ください。

クライアン ト  リクエスター / 通信

ドキュ メン ト

国際化

トラッキング

番号

説明

57018 PCC は、 ［スペースを含むフ ァ イル / ディ レ ク ト リ 名］ 設定に

"Windows 32 ビッ トのみ " と誤って示しています。 

57586 ク ラ イアン ト とサーバー間の通信セッシ ョ ンが無効な場合に、 ス

テータス  170 が返されます。 

59491 Pervasive 自動再接続 （PARC） は NetBIOS プロ ト コルのみが設定

されている場合、 再接続しません。

トラッキング

番号

説明

58262 Visual Basic プロジェク トに ActiveX コン ト ロールを追加する方法

の説明が適切ではあ り ません。 

トラッキング

番号

説明

57338 DTI の PvModifyDatabase() 関数を使用して、 データベース と小文

字の非 ASCII 文字をバインドできません。 
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インストール

トラッキング

番号

説明

55591 インス トール後、 インス トール時に無効にした機能が ［プログラ

ムの追加と削除］ または ［プログラムのアンインス トール］ の ［変

更］ オプシ ョ ンに表示されます。 

55692 PSQL アプリ ケーシ ョ ンおよびサービスは、 Windows Vista 以降の

システムでは再起動マネージャーに登録されません。

55932 ハイ  コン ト ラス ト設定の場合、 インス トーラーのよ う こそ画面と

完了画面のテキス トが読みづら くな り ます。

56018 インス トールは、 PDAC SDK をアンインス トールするよ うに要求

しません。 

56300 ク ラ イアン ト では使用できない bdu コマン ド  ラ イン ユーテ ィ リ

ティが、 v11 client32 ユーティ リ ティによってインス トールされま

す。

56496 v9 から  v11 へアップグレードを行う と、v9 用の環境変数がク リ ア

されません。

58042 EclipRCP.cab ファ イルが存在しないと、 コマンド  ラ インからの修

復が失敗します。

58045 PSQL のアンインス トールは、システム上で保留になっている再起

動をチェッ ク しません。

58102 PSQL サーバーのインス トールは、以前のバージ ョ ンのカスタム構

成された WGE サービスの実行を検出できません。

58355 Vista 64 ビッ ト上では、 v10 SP1 の更新インス トールに時間がかか

り ます。

58420 サービスが開始された後、 インス トールのキャンセル ロールバッ

クを呼び出すと正し く ロールバッ ク しません。

58427 Windows 7 で、128 バイ ト よ り長いインス トール先パスを使用して

カスタム インス トールを行う と、 MicroKernel がク ラ ッシュしま

す。

58626 Linux x64 ク ラ イアン トのアンインス トールは、 .../psql/bin フォル

ダーを削除しません。
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MicroKernel エンジン

59667 MFC.DLL/MFCU.DLL が PSQL インス トール フォルダーから読み

込まれるたびに、 アプリ ケーシ ョ ン イベン ト  ログに "SideBySide"
エラーが記録されますが、機能上の副作用はあ り ません。Microsoft
は http://social.msdn.microsoft.com/forums/ja-JP/vcgeneral/thread/
3b69bdfc-a1cf-4af8-a2cc-d5c7ba362fdb でバグ と して説明していま

す。 MFC.DLL および MFCU.DLL が依存し ている

"Microsoft.VC80.MFCLOC" のバージ ョ ンが、VS2005 SP1 に付属す

る  MFC ロ ケール アセンブ リ の実際のバージ ョ ンの

"8.0.50727.762" ではなく、バージ ョ ン "8.0.50608.0" である と間違っ

て明示されます。

59717 v10 からのアップデート  インス トール後にアンインス トールを行

う と、 いくつかのファイルが残り ます。

59869 Client32 と  Client64 をアンインス トールする と、レジス ト リに RCP
フォルダーが 2 つ残り ます。

トラッキング

番号

説明

56059 クエ リのパフォーマンスが、ブランク  データ  ページによって低下

しました。

56363 Windows Vista または Windows 2008 で 2 つの異なるシンボ リ ッ ク

リ ンクを使用してファイルにアクセスする と、ステータス  85（ファ

イルはロ ッ ク されている） にな り ます。

2 つのアプリ ケーシ ョ ンが 2 つの異なるシンボ リ ッ ク  リ ンクを使

用してファ イルにアクセスした場合、 2 番目に開いたアプ リ ケー

シ ョ ンはステータス  85 （フ ァ イル ロ ッ ク） にな り ます。 たとえ

ば、一方のアプリ ケーシ ョ ンが C:\ProgramData\Pervasive Software\
PSQL\Demodata\Class.mkd を開き、 も う一方のアプ リ ケーシ ョ ン

が C:\Users\All Users\Pervasive Software\PSQL\Demodata\
Class.mkd を開いた場合、 データベース  エンジンからステータス

85 が返されます。

回避策 ： フ ァ イルを開いてアクセスする際、 どちらにも同じパス

を使用します。

58003 システム キー （インデッ ク ス  125） の B_GET_EQUAL オペレー

シ ョ ンは、 8 バイ ト しか渡されな くても、 入力キー バッファーの

244 バイ ト をコピーします。 他のインデッ クスではこの問題は発

生しません。

58439 システム エラー 604.0.23 （I/O エラー） はファ イル名が記録されま

せん。

トラッキング

番号

説明
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サービス

SQL

58686 大きなシステム  ト ランザクショ ンで MicroKernel がハングします。 

回避策 ： 多数のよ り小さい ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ ト します。

58720 MKDE は、ファ イルがバッ クアップ ソフ ト ウェアによって読み取

られている と き、 ファ イルを読み取り専用で開きます。

58906 ロール フォワードは、 ク ラ イアン トによって排他モードで開かれ

たファ イルでエラー 88 で失敗します。

60786 Windows パフ ォーマンス  モニターの ［Waits on Page and Record
Locks］ カウンターで、 レコードのロ ッ ク数が正し くカウン ト され

ません。

61173 Windows パフォーマンス  モニターの ［Waits on File Locks］ カウン

ターで、 ファ イルのロ ッ ク数が正し くカウン ト されません。

61283 通信スレッ ド数が 256 よ り大きい数値に設定されている と、 すべ

てのリモート通信が失敗します。 

61668 ページの更新時に、キャ ッシュ  エンジンのランダム ク ラ ッシュが

発生するこ とがあ り ます。（SP3 アップデート  1 で修正される予定）

61773 ロ ッ ク付き並行ト ランザクシ ョ ンの挿入を、 高負荷のかかるマル

チコア マシン上で実行する と、ステータス  コード  5 が返されるこ

とがあ り ます。

トラッキング

番号

説明

55946 データ  パスを 150 文字まで設定する と、 Pervasive PSQL サービス

は開始しません。 

トラッキング

番号

説明

54781 Print ステー ト メ ン ト を含むス ト ア ド  プロシージャまたはその他

の GUI ツール （ODBC テス ト など） を  PCC 内で実行する と、 ツー

ルがハングします。

回避策 ： PSQL リ レーシ ョナル エンジンのサービス  プロパティを

［デスク ト ップとの対話をサービスに許可］ に変更します。 このオ

プシ ョ ンは、 サービスの ［プロパティ］ 画面の ［ログオン］ ペイ

ンで設定できます。

トラッキング

番号

説明
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55768 バウンド  データベースの保護は、 既存のファ イルを正確にスタン

プしません。

55807 DROP DATABASE はユーザー セッシ ョ ンを無効にします。 別の

データベースへ切り替えよ う と しても失敗します。

56108 Linux で 129 バイ ト以上のパスワードを持つユーザーを作成する

と、 エンジンがク ラ ッシュします。 

56111 GRANT LOGIN クエ リに 128 バイ ト を超えるパスワードを指定し

た場合、 v2 メ タデータを含んでいるデータベース （注意： v2 メ タ

データのパスワードの最大長は 128 バイ ト です） に対するユー

ザーの作成 / ログインは成功しますが、 パスワードは 128 バイ ト

に切り詰められて X$User システム テーブルに保存されます。

57076 異なるエンコードのクロス  データベースから引き出されたデータ

は破損しています。 

57216 データベース  コード  ページ設定の変更は、すべての接続を閉じる

まで有効になり ません。 

57330 オーナー ネームに 24 文字を超える値を設定する と、間違ったメ ッ

セージが返されます。 

57345 SQL エンジンはインデッ クス定義を既存の Btrieve キーと一致さ

せません。 

57362 UTF8 データベースを ODBC 変換する際に空白の埋め込みが調整

されません。 

57372 リ レーシ ョナル エンジンは国際的な文字を大文字に変換します。

57385 SQLForeignKeys() は、ヌル ポインターの不正使用に HY009 ではな

く  HY000 を返します。 

58404 データベースを削除して再作成する場合、以前に作成した DDF が
存在している と、 データベースの再作成が失敗する場合があ り ま

す。

58630 MS Access 2007 から  " レコードが大きすぎます " エラーが返る場

合があ り ます。 

59543 ビューを保存する と、 ユーザーによって指定された列名が失われ

ます。

60361 あるデータベースに対する  ALTER TABLE 操作が、 別のデータ

ベースの SELECT クエ リに干渉します。

61777 SQL は、 ロ ッ ク されたレコードに対してステータス  コード  84 を
返すと き、 待ち時間が長くなるこ とがあ り ます。

トラッキング

番号

説明
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システム ド ライバー

ユーティ リテ ィ

61807 複数のデータベースにわたる  SELECT * INTO は機能し ません。

（SP3 アップデート  1 で修正される予定）

61830 OUTER JOIN で CONSTANT 列を使用する と  " 一般的なエラー" が
発生します。 （SP3 アップデート  1 で修正される予定）

61836 Psp_indexes はフ ィールド を  2 回報告する こ とがあ り ます。 （SP3
アップデート  1 で修正される予定）

61837 クエ リに一時テーブルと非文字列の列の CONCAT が含まれてい

る場合、 正し くない結果が返されます。 （SP3 アップデート  1 で修

正される予定）

トラッキング

番号

説明

56575  XIO は Microsoft ク ラスター環境ではサポート されません。

トラッキング

番号

説明

54434 PCC SQL Editor のテキス ト  モードは、 1 つのビューの詳細しか表

示しません。

54446 DDF Builder では ISR （インターナシ ョナル ソート規則） を使用す

るファ イルのテーブル定義の作成ができません。DDF Builder は現

在警告を出しません。 

データ  ファ イルが ISR を使用しているかど うかの判定方法 ：

キーに ACS フラグの 1 つがある場合は、 その ACS の 265 バイ ト

を調べます。 

シグネチャ  バイ トが 0xAC の場合は、 ユーザー定義 ACS です。

シグネチャ  バイ トが 0xAD の場合は、 ロケール固有の ACS です。

シグネチャ  バイ トが 0xAE の場合は、 ISR です。

54785 BDU ユーティ リ ティは、セキュ リ ティで保護されたデータベース

のパスワードが 111 文字を超える場合には失敗します。

54990 VNC （仮想ネッ ト ワーク  コンピューティング） セッシ ョ ンで PCC
のいくつかの構成設定が失われます。

回避策 ： データベース  エンジンを構成するには、 そのエンジンの

コンソールで PCC を直接使用するか、 VNC 以外のリモート  デス

ク ト ップ ルールを使用します。

トラッキング

番号

説明
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55321 PCC のグ リ ッ ドは非常に多くのフ ィールドを持つテーブルを表示

できません。

回避策：ビューまたは SELECT ステート メン ト を使用して、グ リ ッ

ドに表示するフ ィールド数を制限します。

55396 PSA の ［ロード済みの Pervasive モジュールを表示する］ 機能は、

64 ビッ ト  Pervasive PSQL コンポーネン ト を リ ス ト しません。

55960 DDF Builder は、 別のプロセスがエクスクルーシブ モードで開い

たままのファ イルを開こ う とする と きにエラーを受け取り ます。

回避策 ： 別のプロセスがファ イルをエクスクルーシブ モードで開

いていないこ とを確認します。

56051 PCC で、 保護されたデータベースの ［バウンド］ プロパティを設

定する と、 一般エラーが発生します。

56490 Rebuild GUI ユーティ リ ティのキャンセルが機能しません。

56633 DDF Builder では 119 を超えるインデッ クスを持つファ イルを保存

するこ とができません。 

56634 DDF Builder はセグ メ ン ト がオーバーラ ップしているファ イルに

不正な定義を作成します。

56681 64 ビ ッ ト  Linux で DDF Builder プラグインを起動する と内部エ

ラーになり ます。

56779 PCC は、Linux 上の FedoraCore8 で新規テーブルの追加時にク ラ ッ

シュします。

これは、 Sun の JRE における既知のバグに起因します。

回避策：次のコマンドを使用していくつかの機能をオフにします。

sed -i 's/XINERAMA/FAKEEXTN/g' $JAVA_HOME/lib/
i386/xawt/libmawt.so

56842 CNVDDF.exe はステータス  357 を返して辞書を変換しません。 

56855 ログイン名 "Master" が Linux 上の PCC では Windows のよ うに表示

されません。 

56857 Linux 上の PCC で 1 つの列を選択する と、 グ リ ッ ドは列のデータ

の幅ではなくグ リ ッ ド全体のスペースを使用します。 

56878 PCC でいったんコレーティング シーケンスを指定する と、削除す

るこ とができません。 

57056 Btrieve ファイル / キー仕様の作成ページはスクロールしません。

57070 仮想環境で DDF Builder を使用する と、 SQL インデッ クスのペイ

ンが非常に小さ く、 ほとんど見えません。

トラッキング

番号

説明
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57077 DDF Builder は GUID のプレビュー値を表示しません。 

57088 DDF Builder は、1 つの複数セグメン ト  キーを持つファ イルで定義

を作成しよ う と してもエラーを表示しません。 

57093 テーブル定義エディ ターのヘルプ リ ンクはエラー ダイアログを

表示します。 

57111 DDF Builder は demodata に対して Btrieve スキーマを リモートにイ

ンポート しません。 

57210 Linux では、 PCC の ［すべての SQL ステート メ ン ト を実行する］

へのホッ ト  キー F10 は機能しません。 

57230 PCC でビューを作成した直後にはそのビューを実行できません。 

57255 Windows DDF Builder は、 リモート  Linux サーバー上の 5x ファイ

ルを認識しません。 

57257 グ リ ッ ドにデータを読み込む際に表示される進行状況ダイアログ

では ［キャンセル］ ボタンが使用できません。 

57265 Linux サーバーにアクセスする リ モー ト の Windows DDF Builder
は、 エクステンシ ョ ン ファ イルを持つ大きなファイルを表示でき

ません。 

57271 DDF Builder を使用して リモート  マシンから  Btrieve スキーマをエ

クスポートするこ とができません。

回避策 ： ローカルでスキーマをエクスポート します。

57310 SuSE 10.1 で、 PCC は "line4: 5502 異常終了 " とい う メ ッセージに

よ り終了します。 これは SuSE 10.1 GTK コン ト ロールで既知のシ

ステムの問題です。

57334 butil @commandfile では引用符で囲まれたパスを正し く使用でき

ません。 

57335 DDF Builder はデータベース  チェッ ク中に、 オーナー ネームを持

つテーブルのオーナー ネームを、 キャンセル操作をしても何度も

要求します。 

57343 DDF Builder を使用して Btrieve スキーマを リモートにインポート

する際に問題が発生します。 

57390 PCC で行の追加後のグ リ ッ ドの リ フレッシュでエラーが発生しま

す。 

57414 PCC で、 セキュ リ ティで保護されたデータベース内のテーブルの

プロパテ ィ を表示させる と、 "20 ： セッシ ョ ンのセキュ リ テ ィ  エ
ラー " が表示されます。

トラッキング

番号

説明
既知の問題 -8



Pervasive PSQL v11 SP3 既知の問題
57418 64 ビッ ト  Linux サーバーが Unix 認証である と き、Windows ク ライ

アン トの Monitor でユーザー情報などが文字化けしています。

58150 PCC GUI は数値データ型の小数位の入力時、 精度よ り入力範囲の

みをチェッ ク します。 

58170 ［最小の状態に戻す待ち時間］ の単位はミ リ秒と表示されますが、

マニュアルでは秒と説明されています。 

58171 bcfg の ［最小の状態に戻す待ち時間］ の範囲の説明が間違ってい

ます。 

58173 DateTime のプレビューはミ リ秒値を表示しません。 

58197 ト リ ガーで ORDER を指定する と、 実行が無視される場合があ り

ます。

58237 clilcadm.exe からの呼び出しでエンジンが開始しません。

58268 CLI の License Administrator はユーザー名とパスワードなしで別の

サーバーに接続できますが、GUI の License Administrator ではでき

ません。

58287 DDF Builder は SUSE 11 上でログ ファ イルを開けません。

58303 w64clilcadm はローカル エンジンが存在しない場合 （client64 がイ

ンス トールされている場合）、 clilcadm と異なる メ ッセージを表示

します。

58341 PCC は、 ス ト アド  プロシージャの実行から生じる無限ループを停

止できません。

58379 PCC の ［ファ イルを開く］ ダイアログ ボッ クスのファ イルの種類

が正し くあ り ません。

58493 DDF Builder プラグインに関する署名情報の表示は、日本語システ

ム上でも英語で表示されます。

58524 DDF Builder はディ レク ト リが存在しない場合、デフォルトのオプ

シ ョ ンまたは推奨されるオプシ ョ ンで新しいデータベースを作成

できません。 

58543 エンコードを設定する と、PCC がク ラ ッシュする場合があ り ます。

58545 XIOStats の " （CSV） ファ イルを開く " のエラー メ ッセージは、日

本語システム上でも英語で表示されます。

58602 製品キーを認証解除する と き、 CLI の License Administrator は誤っ

た 7317 エラーを返す場合があ り ます。

トラッキング

番号

説明
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58611 DDF Builder の ［テーブルの確認］ は、 LONGVARCHAR 列を警告

と見なします。

58738 RBLDCLI は、 ク ラ イアン トから リモート  ファイルを扱えません。

58938 PCC は、サポート  プロ ト コルの設定を正確に反映しない場合があ

り ます。

59018 pvmdconv ユーティ リティは、 v1 データベースを v2 データベース

に変換する と きに外部キーが定義されている と、壊れた v2 データ

ベースを作成します。 

回避策 ：v2 で SQL テーブルとデータベースを再作成し、データを

読み込んでください。

59092 PCC 接続エンコードが 「自動変換」 になっている場合、 Linux 上
で許可される文字列の長さが間違って計算されます。

59131 Function Executor は RESET オペレーシ ョ ンを発行後、 " 読み込み

違反 " 例外が発生する場合があ り ます。

59539 Function Executor のオーナー ネームのク リ アは、 正しいオーナー

ネームが提供されても  " 不正なオーナー ネーム " メ ッセージを返

すこ とがあ り ます。 

回避策 ： オーナー ネームを指定してファ イルを開いてから、 オー

ナー ネームをク リ アして ください。

59852 DDF Builder は、検出できない Btrieve ファ イルを 「SQL テーブル」

に表示しません。

59952 PCC のテーブルの編集の ［SQL ビュー］ では、 CREATE INDEX ス
テー ト メ ン ト がキー順ではな く アルフ ァベッ ト 順になっていま

す。

59978 PCC は、 ［クエ リ ］ タブを選択しただけでクエリ を実行します。

60046 Linux の GUI Phone Activation ユーティ リ ティは、 タイムアウ トに

長い時間がかかり ます。

60108 TIMESTAMP および DATETIME の値 '1900-01-01' は、 PCC では

'0000-00-00 00:00:00.000' と表示されます。

60400 DDF Builder の ［テーブルの確認］ は、 コレーティ ング シーケン

スが設定されたテーブルに対してエラーを返します。

61546 autoincrement フ ィールドがゼロの場合、 ファ イルを リ ビルドする

と、 最大行数が 1 加算されます。

トラッキング

番号

説明
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ソフ トウェア開発キッ ト （SDK）

ActiveX 

ADO.NET

61587 PCC は、 PCOMPRESS、 DATEPART、 SOUNDEX などの、 新しい

Pervasive SQL のキーワードを強調表示しません。

61882 PCC SQL Editor は多く のコ メ ン ト が使用されている大きな SQL
ファ イルを開く と きにハングします。

トラッキング

番号

説明

トラッキング

番号

説明

52378 リ モート  ホス トへの接続後や切断後でも、 VAccess プロパティは

前に接続していたデータベースのテーブル名と選択したフ ィール

ドを表示します。

52379 DdfPath、 Location、 および Join ボタンはキーボードからは操作で

きません。

53342 ActiveX コン ト ロールは LONGVARCHAR 型フ ィールドを更新し

ません。既存のデータを読み取り、フ ィールドの変更や、更新 / 挿
入を行う と ステータスは成功を返しますが、 フ ィールドは変更さ

れていません。 

53378 ActiveX は BigInt 値の全範囲をサポート しません。

53784 ActiveX は GUID/UNIQUEIDENTIFIER データ型をサポート しませ

ん。

53785 ActiveX は DateTime データ型をサポート しません。

トラッキング

番号

説明

61746 PsqlCommand の "IsLNASP" プロパティはパブリ ッ ク と記述されて

いますが、 プライベートでなければなり ません。

61747 ADO.NET を ト レースするよ うに環境変数を設定しても、ドキュ メ

ン トに記載されているよ うに動作しません。
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Btrieve

DTI

61748 ADO.NET プロバイダーでは、タイムスタンプ値をアプリ ケーシ ョ

ンで明示的に設定しないのであれば、初期化する必要があ り ます。

61848 ADO.NET プロバイダー SDK 3.5 は、NET CLR 2.0 が利用できない

場合には ADO.NET プロバイダー テンプレート をインス トールし

ません。 （RC 版の発表後に修正される予定）

トラッキング

番号

説明

59783 Btrieve オペレーシ ョ ンで '@' 文字のない URI を使用した場合、

Windows と  Linux で異なるステータス  コードが返されます。

61616 リ モート  ト ランザクシ ョ ン内でローカルの Version オペレーシ ョ

ンを実行する と、 End Transaction オペレーシ ョ ンがステータ ス

コード  1 になり ます。

61808 別の Btrieve アプリ ケーシ ョ ンのプロセス  ID が 65536 を超えてい

る と、 ステータス  コード  73、 170、 および 171 のエラーが発生し

ます。

トラッキング

番号

説明

55423 PvCopyDatabase() は、 参照整合性 （RI） が設定されているデータ

ベースでは RI レベルに関係な く機能しません。 PvCopyDatabase
API は RI 制約を持つテーブルを適切にコピーできません。 コピー

された RI 制約を持つテーブルは、 開こ う とする と ステータス  73
を返します。

58153 DTO と  DTI の列挙型に、数値の偶数桁フラグが記載されていませ

ん。 

トラッキング

番号

説明
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DTO

JCL

JDBC

トラッキング

番号

説明

52546 オブジェク ト  ブラウザーに DtoSession.Property （dtoAccessRights）、
DtoSession.Property （dtoConnectionType）、DtoLicenseMgr.Licenses コ
レクシ ョ ンが表示されますが、 本リ リースでは実装されていませ

ん。  

52548 DTO は以下の機能を持ちません。 PvGetTableStat()、 データベース

の Btrieve セキュ リ テ ィ  ポ リ シーを示すデータベース  フ ラ グ

（P _ D B F L A G _ D B S E C _ A U T H E N T I C A T I O N 、

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHORIZATION）。

58153 DTO と  DTI の列挙型に、数値の偶数桁フラグが記載されていませ

ん。 

トラッキング

番号

説明

58323 JCL SDK パッケージに PVIDEODB の dbbackup フォルダーと中身

があ り ません。 

61583 JCL は、 DTI とセキュ リ テ ィで保護されたデータベースに対して

同じ資格情報を使用します。 そのため、 接続時に失敗し、 ステー

タス  コード  20 を返すこ とがよ くあ り ます。

トラッキング

番号

説明

56564 64 ビッ ト  バージ ョ ンの JRE で JDBC を使用する と、例外がスロー

されます。

57926 ESC 179802 ： JDBC は DATE、 TIME、 および TIMESTAMP を、 期

待される  java.sql.Types 91、 92、 93 ではな く  java.sql.Types 9、 10、
および 11 と して返します。
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OLEDB

PDAC

トラッキング

番号

説明

55994 Pervasive OLEDB プロバイダーは " 混合 " モード  セキュ リ ティの

データベースでは動作しません。

回避策 ： MSDASQL プロバイダーを使用して ください。

58146 Pervasive OLEDB を使用する  .NET アプリ ケーシ ョ ンの実行中にメ

モ リ  リークが発生します。 

トラッキング

番号

説明

48812 DefaultDB にセキュ リ テ ィが設定されている と、 PDAC はデータ

ベースに接続できません。

57363 PDAC は BIGINT データ型をサポート しません。

BIGINT データ型は 8 バイ ト の整数です。 PDAC は BIGINT を
SQL_DECIMAL にマップして、 SQL_C_CHAR 型と してデータを

操作します。

59437 PDAC の PvTable は、 v2 メ タデータを使用するテーブルを リ ス ト

する と、 ステータス  12 を返します。

61816 XE3 用の PDAC は、64 ビッ ト整数の BCD を正し く処理しません。
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